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午前１０時００分 開議

◎開議宣告

○議長（古舘繁夫君） おはようございま

す。

ただいまの出席議員は１４名であります。

定足数に達しておりますので、これから平

成２３年第８回美幌町議会定例会第３日目の

会議を開きます。

─────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（古舘繁夫君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の

規定により、２番大江道男さん、３番早瀨仁

志さんを指名します。

─────────────────────

◎諸般の報告

○議長（古舘繁夫君） 諸般の報告を行いま

す。

諸般の報告につきましては、事務局長から

報告させます。

○事務局長（高坂登貴雄君） 諸般の報告を

申し上げます。

本日の会議につきましては、お手元に配付

しております議事日程のとおりであります。

朗読については、省略させていただきま

す。

次に、地方自治法第１２１条の規定に基づ

く出席説明員につきましては、第１日目と同

様でありますので御了承願います。

なお、沖田教育委員会委員長、本日午後以

降欠席の旨、届け出がありました。

以上で、諸般の報告を終わります。

─────────────────────

◎日程第２ 一般質問

○議長（古舘繁夫君） 日程第２ 一般質問

を行います。

昨日に引き続き、通告順に発言を許しま

す。

２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 〔登壇〕 私は、通

告をしております３点について、以下、御質

問をいたしたいと思います。

その第１点は、美幌峠牧場の経営について

であります。

第１にお伺いいたします。安愚楽牧場への

共益債権回収の見通しについてであります。

安愚楽牧場への共益債権について、これは

共益ですから、安愚楽だけではありません

が、８月９日から９月５日までの４週分につ

いては、規定額は回収されたところでありま

す。その後、新聞によりますと、受託農家に

対して飼料を半減するよう、安愚楽牧場側か

らの要請文書が各地に送付されたというふう

に伺っております。安愚楽牧場の真意は不明

でありますが、今後の債権回収への厳しいサ

インではないかと私は受けとめているところ

であります。そこで、８月臨時議会以降、美

幌峠牧場に対して具体的な安愚楽牧場からの

連絡状況はどうでしょうか。

二つ目に、峠牧場としての具体的な検討及

び回収の見通しについてお聞きいたしたいと

思います。

二つ目は、周年育成牧場から夏期放牧への

経営形態の変更についてであります。

従来から、峠牧場は周年育成牧場として今

日まで運営されてまいりましたが、夏の放牧

へと限定する経営内容の変更が示されたとこ

ろであります。

そこで、何点かお伺いいたします。

変更に伴う、補助金返還などの可能性はな

いのか。

二つ目は、経営が好転する見通しがあるの

かどうか。

三つ目は、預託牛確保の見通しと、その中

で、美幌町内牛の割合はどのようになるの

か。

４点目は、牧場全体の利用計画の変更の見

通しについてはどのようになるか、お伺いを

いたします。

３点目は、峠牧場の多面的機能の発揚につ

いてであります。

これまで、牛の育成牧場でありましたが、
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今回、機能を縮小するということを機会にい

たしまして、余力が生ずるのではないかとい

うふうに思われます。そこで、太陽光、風力

などによるローカルエネルギーの育成も行う

多面的機能を持たせてはどうかと思うところ

でありますが、お伺いいたしたいと存じま

す。

大きな２点目は、国民健康保険の医療費の

減免についてであります。

その一つ目は、平成２２年９月１３日付、

厚生労働省保険局長通知への具体的対応につ

いてであります。このことに対して、６月定

例会以降、美幌町としてどのように対応され

たのか、具体的にお示しをいただきたいと存

じます。

国が定める国保の医療費負担金の減免は、

通院や薬剤費などが除外されておりまして、

美幌町の減免基準で上乗せが求められていま

す。要綱など、取り扱い基準はどのように検

討されますか、お伺いしたいと思います。

３点目は、重度心身障害者医療費への助成

についてであります。

美幌町の重度心身障害者医療費助成制度で

は、所得制限以下の課税世帯については、医

療費の１０％の２分の１が本人負担でありま

して、美幌町内各医療機関では、本人申請が

なくても窓口負担が５％と徹底されている状

況です。しかし、町外医療機関については、

ほぼ１０％の窓口負担でありまして、患者・

家族でその事実を知らなかった場合、せっか

くの美幌町独自の上乗せ助成が無効となると

いう状況にあります。さまざまな対応策があ

ろうかと思いますが、現実的な対応として、

重度心身障害者医療受給者証に５％自己負担

を明記すべきではないかと思いますが、いか

がでしょうか。

以上で、第１回目の質問を終わります。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 〔登壇〕 大江議員

の質問にお答えをいたします。

初めに、美幌峠牧場の経営について、安愚

楽牧場の共益債権回収の見通しについてであ

りますが、安愚楽牧場については、現在６０

頭の黒毛和種を預かっていますが、経営悪化

により、８月９日、東京地裁へ民事再生法の

適用申請を行ったことに伴い、８月９日以降

の美幌峠牧場使用料が共益債権の扱いとなっ

たところであります。

９月５日までの使用料につきましては、８

月臨時会において御報告を申し上げました

が、その後の安愚楽牧場との連絡状況につき

ましては、８月３１日に、安愚楽牧場より、

９月６日から９月１９日までの２週間分の請

求書提出の連絡があり、翌９月１日に請求書

を送付、その後、９月５日に２週間分の使用

料の納入の確認をしたところであります。

９月２０日以降の使用料につきましては、

退牧の予定が９月下旬から１０月上旬であ

り、２週間先払いの通知を受けていますの

で、退牧日を協議の上、使用料の請求等を

行ってまいりたいと考えております。

また、９月６日に東京地裁より再生手続開

始の決定がなされたことに伴い、再生債権と

して残っております７月１日から８月８日ま

での使用料につきましても、債権届などの法

的手続を進めながら回収に努めてまいりたい

と思っております。

次に、美幌峠牧場の経営について、周年育

成から夏期放牧の経営形態の変更についてで

ありますが、昭和６２年に舎飼施設が完成以

来、周年型牧場として運営を続けてまいりま

したが、舎飼施設の老朽化、コストの低減な

どの理由から、冬期舎飼については廃止し、

夏期放牧のみの運営を行うとしたところであ

ります。

夏期放牧のみの運営に当たり、施設残存年

数とその施設の利用方法から、補助金の返還

が発生するものはございません。

また、経営と、それに伴う預託牛の確保に

ついてでありますが、単年度収支において収

支不足が発生することは避けられない状況に

あり、過去３年間平均の３分の１程度の収支

不足は発生するものと試算をしております。

預託牛につきましては、２００頭規模での
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放牧を見込んでおりますが、町内牛の預託に

ついては日並牧場を中心として考えているこ

とから、預託牛の確保については町外牛を中

心として確保を図ってまいりたいと思ってお

ります。

峠牧場利用計画につきましては、平成２４

年度は直営による夏期放牧のみの利用となり

ますが、預託牛の確保状況などを勘案しなが

ら、平成２５年度以降の牧場利用計画を検討

してまいりたいと考えております。

次に、美幌峠牧場の経営について、峠牧場

の多面的機能の発揚についてでありますが、

峠牧場の利用方法については、当面は牧場機

能の維持を中心として利用を図ることで考え

ておりますが、その他の利活用方法について

は、美幌峠牧場の地理的要件や自然要件等の

中で多面的に活用を図ることの検討も必要で

あると思われることから、どのような利用を

図ることができるのか、さまざまな角度から

検討を進めたいと考えており、議員御提案の

ローカルエネルギーについてもその一つとし

て考えてみたいと思います。

次に、国保の医療費の減免について、平成

２２年９月１３日付、厚生労働省保険局長通

知への具体的対応についてでありますが、平

成２３年６月３０日付で、公金徴収に係る免

除・減免・猶予・軽減状況調査を各部局長に

文書で指示し、平成２３年７月１日現在にお

ける、町が徴収するすべての公金について調

査を行い、現在、規定の解釈、運用状況につ

いて、各部局よりヒアリングを実施している

ところであります。

御質問の、平成２２年９月１３日付、厚生

労働省保険局長通知への具体的対応について

でありますが、国民健康保険法第４４条で

は、特別の理由がある被保険者で、通常の一

部負担金を支払うことが困難であると認めら

れる者に対して、一部負担金の減免や徴収猶

予の措置をとることが認められており、美幌

町においては、美幌町国民健康保険給付規則

第５条の規定により取り扱いを行ってきたと

ころであります。一部負担金の徴収猶予及び

減免の取り扱いについては、昭和３４年３月

３０日付の厚生省保険局長通知で、収入が著

しく減少したときなどを対象とする基準が示

されていましたが、平成２２年９月１３日付

の通知により、この取り扱いの一部が改正さ

れ、新たに収入減少の認定基準を明確化し、

国が示す基準に該当する減免については、減

免額の２分の１を国の特別調整交付金で補て

んすることが示され、美幌町もこの取り扱い

に準じて対応をしてきました。

具体的な対応でありますが、まず、国保の

一部負担金の減免制度について、広報びほろ

８月１日号で町民に周知したところでありま

す。また、美幌町の一部負担金の減免要綱に

つきましては、管内及び道内市町村の減免基

準や７５歳以上を対象とする北海道後期高齢

者医療広域連合一部負担金の減免要綱等を参

考に、減免基準の見直しなど、早い時期の施

行に向けて策定作業を進めているところであ

りますので、御理解願います。

次に、美幌町独自の減免基準の上乗せにつ

いてでありますが、平成２２年９月１３日付

の通知は、地方自治法に基づく技術的助言で

あるということで、最低基準を示したもので

あります。美幌町独自の基準としましては、

ただいま答弁させていただきましたとおり、

要綱策定に向けて、他市町村や後期高齢者医

療広域連合の減免制度をもとに検討をしてい

るところであります。国の基準においては、

入院療養を受け、収入基準が生活保護基準以

下であり、かつ、預貯金が生活保護基準の３

カ月以下である世帯となっておりますが、上

乗せにつきましては、現在、鋭意研究してい

る状況でありますので、御理解願います。

次に、重身医療費の助成について、美幌町

外医療機関での重身医療費助成制度の不徹底

と町の対応についてでありますが、北海道医

療給付事業の重度心身障害者医療制度につき

ましては、重度心身障害者の健康保持と福祉

の増進を図るため、医療費の一部または全部

を助成する制度で、各市町村が条例を定めて

実施しております。助成対象の要件について
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は、身体障害者手帳１級または２級及び内部

障害の３級の方、知的障害で療育手帳Ａ判定

並びに精神保健福祉手帳１級の方で、医療費

は入院費及び通院費であります。また、自己

負担額については、非課税世帯及び３歳未満

児は初診時一部負担金のみで、それ以外の医

療費の負担はありませんが、課税世帯におい

ては医療費の１０％の負担となっておりま

す。なお、美幌町においては、北海道医療給

付事業の助成に５％を上乗せして助成してい

ることから、自己負担については５％となっ

ております。

御質問の、町外の医療機関を利用した場合

については１０％の自己負担となるため、重

身医療費受給者証に５％自己負担を明記すべ

きについてでありますが、重度心身障害者医

療費受給者証に５％自己負担を明記し、町外

の医療機関を受診した場合、１０％を負担し

ていただき、後日、受給者御本人が美幌町に

申請により、５％分をお支払いする旨、明記

していきたいと考えております。

さらに、更新時等において、引き続き受給

対象者に啓発の徹底を図るとともに、町外医

療機関においても５％自己負担でできるよ

う、関係機関に要望してまいりたいと考えて

おります。

以上、御答弁をさせていただきました。よ

ろしくお願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 再質問をさせていた

だきます。

一つ、確認がございます。今のところ、共

益債権につきましては、先払いで行いたいと

いう意思表示もされて、請求書も送ってほし

いということなので、ほぼ順調にいくのかな

というふうに期待をしています。ただし、経

済なので、どうなるかはわかりません。オー

ナーと安愚楽牧場との共益債権なので、よほ

ど担保がしっかりしないと、なお緊張は解け

ないというふうに思っていますが、確認です

が、美幌は町営の牧場です、ＪＡが傘下の組

合員が預託を受けている場合については、権

利金を担保として預かって、仮に事故があっ

た場合については、牛そのものはなかなか押

さえ切れないので、権利金をいただきますよ

ということで、案外、預託料そのものについ

ては確保できそうだというのが情報として伝

わっているのですが、美幌町などの公共育成

牧場においては、多分、制度として、このよ

うなことを想定していないので、あらかじめ

権利金をいただくということにはなっていな

いのではないかというふうに思います。他の

育成牧場も、ほぼ同じではないかというふう

に思いますが、念のため、最悪、権利金はな

いと、したがって、共益債権の支払いが順調

にいけば実損はないだろうと思うのですが、

その辺の部分について、やや不安な要素があ

りますので、同じ共通認識に町民としては立

つべきだというふうに思いますので、その点

で御答弁をお聞きしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（平野浩司君） 今御質問の、権

利金というか、供託金的なものの話でござい

ますけれども、私どもの牧場としては、そう

いうお金は積んではおりません。

それと、共益債権については、私どもとし

ては、今のところ、支払いを受けることがで

きるということをかたく信じている状況でご

ざいます。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 多分、美幌町を含め

て、公共育成牧場では、権利金あるいは保証

金的なものを徴していないという状況なの

で、何ごともなく支払われることを待つ以外

にないのかなというように祈っているという

のが実態ではないかと思います。それ以上は

やめます。

それで、周年育成牧場から夏期放牧への経

営形態の変更にかかわってお聞きしたいと思

います。

夏期放牧に移ることによりまして、一つ

は、黒字にはならないが、赤字額が３分の１

程度縮小されるということに期待をしており

ますが、しかし、年間１,０００万円を超え
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る赤字は引き続き発生するものという状況で

す。あわせて、預託牛は町外牛を中心にして

と、町内牛は日並、農協の牧場でというふう

になってまいります。そこで、今までは、割

合は相当、町内牛の割合は減ってきてはおり

ますが、少なくとも美幌町内の育成牛を預

かっているということで、美幌町が行う公共

育成牧場のある程度大義は立ちましたが、こ

れが完全に黒字になって、全然問題がないと

いうことであれば、そういう議論にはならな

いと思うのですが、夏期放牧に限定したとし

ても、相当額の赤字は免れないということに

なると、美幌町にとって何のメリットもない

と、黒字になるのであれば、もちろんそれは

それなりの意味を当然持つことになるのです

が、しかし、努力をしても、過去３年間平均

の３分の１程度の赤字は免れないということ

になりますと、この状況が仮に改善の見通し

が立たないというふうになりますと、峠牧場

そのものの存続が、完全にまな板の上に上ら

ざるを得ないというふうになるのであります

が、その辺について、もう少し、第１回目の

御答弁の中では、よくわからないと、わかり

にくいというところがありますので、なお踏

み込んで御答弁をいただければと思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） この峠牧場の運営に

ついては、長年にわたって、議会のこの場で

もいろいろ論議させていただきました。そし

て、預託料と委託料のその差が三千数百万

円、中身を見ると町外牛が多いというような

ことで、時代的な役割は終わったのではない

かというようなことで、我々も、何とか牧場

という形を残すために、変わっていかなけれ

ばいけないと、経営そのものもそうですし、

さまざまな今後の牧場のあり方について検討

してまいりました。その中で、一度、この牧

場を休止してしまうと、牧場機能はもう全く

回復できないという判断に立って、何とか民

間の力もかりながら、牧場という形を残して

いけないかということを直前までやってきま

したけれども、今回、安愚楽牧場が、最終段

階のところまで来たのですけれども、だめに

なったということで、極めて残念なことであ

ります。

それで、検討してきた中には、廃止という

一つの選択肢もあるというようなことも描い

て検討してまいりました。相変わらず厳しい

状況でありますけれども、今、他のところ

も、若干可能性あるかどうかは別として、声

を上げてきている方もおられるようでありま

すから、ただ、それについても、なかなか状

況としては厳しい状況にあります。相変わら

ず厳しい状況にありますけれども、何とか牧

場というものをメーンにして、牧場に関連す

るものでもいい、例えば観光牧場でもいいの

ではないかというようなことも含めて、何と

か牧場を残したいという思いでありますけれ

ども、ある時期には、やはり廃止ということ

も頭に描きながら、やはりいかなければいけ

ないというようなことだと思います。農協が

現実的に日並牧場で放牧をやっているわけで

すから、私たちがどんどん放牧を大きくして

いって、例えば日並の牛をこっちに持ってく

るなんていうことにはまたならないと思いま

すので、この町に放牧が二つあるということ

もどうなのかということも考え合わせなが

ら、早急にまたいろいろ検討してまいりたい

と、そのように思っております。ただ、廃止

ということも、やはり検討の選択肢の一つの

中に入っているということも御理解をいただ

きたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 第１回目の答弁の中

で、利用方法の変更の段階では、補助金の返

還が発生するものはないということですが、

廃止というふうになりますと、昨今活用した

補助制度などについては該当してくる可能性

を持っています。

それで、この際、議論は町民的にはオープ

ンにしたほうがいいというふうに思いますの

で、努力をして経営改善に努めるというのは

本来でありますけれども、努力をしてもどう

にもならないという場合に、場合によっては
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廃止もあると、その場合には、こんな問題も

発生するよということで、できれば、可能性

のある補助金の返還の額などについても、こ

の際お示しいただいたほうがいいのではない

かというように思います。いかがでしょう

か。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（平野浩司君） 先ほど、町長の

ほうから答弁させていただいています、補助

金の返還がないという部分におきましては、

当初、牧場をつくって、今日まで来た部分に

ついて、一部建物等が、耐用年数がまだ残っ

ている部分があるのですけれども、昨今の国

の補助の返還の規定、おおむね１０年を超え

てという部分からいけば、補助金の返還はな

いということで答弁させていただいたもので

ございます。

では、実際に、あと何があるかという話な

のですけれども、平成２１年度からことしま

で、牧場の水設備の更新をしてございます。

ことしの事業費を入れて約６,０００万円の

投資をさせていただいております。その補助

率が２分の１でございますので、もし、牧場

を廃止するということであれば、それの２分

の１ですから、３,０００万円の補助金の返

還が生じるというふうに考えております。よ

ろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 最悪、そういう場合

があり得るということで受けとめたいと思い

ます。

そこでであります。すぐに多面的な機能の

発揚とは、簡単にはなりませんが、私は、３

００ヘクタールの採草放牧地で、どうやら夏

期放牧以外に使い道がないというような状況

を考えた場合に、昨今の再生可能エネルギー

を育てる牧場、牛を育てる牧場というのは残

念ながら意思頓挫せざるを得ないという状況

を考えた場合に、あのフィールドはなお魅力

を持っているのではないか、あるいはＣＯ２

の削減の国家的な目標も持っています。当

然、地方自治体としても、どうやってＣＯ２

を年次的に削減するかという課題を持ってい

ますので、これは避けることのできない課題

になっていく。

それで、お聞きしますと、太陽光につきま

しても、ある専門の方に見ていただいたので

すが、地面に置くのではなくて、建物の屋根

の上に置くこともできるよというようなこと

もあります。それと、北海道開発局のデータ

をいただいたのですが、あそこは平均風速６

メートル、年間を通じて平均で６.０という

風速を持っておりますので、現在の技術水準

で言えば、十分、風力発電にもかなうのでは

ないか、そういうような見解もいただいてい

るところでありまして、美幌町といたしまし

ても、太陽光や風力を含めて、どうやってエ

ネルギーの自給率を高めるかというのは避け

て通れないのだとすると、せっかく広大な敷

地を持っている峠牧場を、そういう面で大い

に議論をする価値が、研究する価値があるの

ではないかというふうに思うのですが、そこ

で障害になると思われるのは、自然公園法の

網が、私はかかっていないというふうに思う

のですが、念のため、自然公園法の網で規制

がかかるのか、あるいは農地法でどうなのか

と、この二つについては、大いに議論を進め

る上で障害にならないのではないかと思うの

ですが、念のため確認をしたいと思います。

いかがでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 私ども、峠牧場の今

後のあり方について、何とか残すために、ど

う変えていくかということにとらわれており

ました。それは、ベースになるのは、やはり

牧場という形をベースに、例えば先ほど言っ

た、牛を預かる、そして観光もできないかと

いうようなことも含めてちょっとやってきま

したけれども、今回新たに大江議員のほうか

ら、多面的機能というようなことで、別分野

での利用といいますか、こういう提案があっ

て、こういう方法もあるのかというような受

けとめ方をさせていただきました。

ただ、私どもの町、今、７年前ぐらいから
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地域資源に目をつけて、何とか経済を回そう

ということで、それが結果的に、地球環境だ

とかＣＯ２の削減、あるいはオフセットにつ

ながってきたというようなことで、ここをも

う少し本流にやっていきたいと、そういう思

いがあります。ただ、峠牧場自体の特性とも

言える地理的なことだとか、自然環境を考え

ると、御提案いただいたことも、やはり一つ

の方向性があるのかなと、そんな受けとめ方

をさせていただきました。

ただ、おっしゃるとおり、今、風力発電に

すると、かなり高いものを、プロペラつけて

回すというようなことだと思いますので、そ

うすると、景観的にどうかということで、後

ほど担当のほうから答えさせていただきます

けれども、そういうことがクリアできるかど

うか。あるいは、太陽光も、今、メガソー

ラーが出始めて、これもどうなるのか、

ちょっと見きわめをしないといけないと思い

ますけれども、いずれにしましても、新しい

提案ということで受けとめさせていただきた

いなと、そんなふうに思っております。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（平野浩司君） 今提案されたこ

とに対してのことではなくて、質問のあった

現実的な話のことについてお話をさせていた

だければ、国定公園が横についているという

ことがあって、美幌町と、それから弟子屈町

の境界が、その法律の適用のラインとなって

おります。ですから、美幌町の部分について

は適用外というふうになっております。た

だ、過去の話をさせていただければ、美幌町

がレストハウスを建てるときに、高さ制限と

いうことで、あまり他とのバランスがとれな

いというか、そのものに対しては許可を受け

ないと、許可を出せませんよという指摘をさ

れた経過がございます。そういうことを考え

ますと、風力の、通常で言う２枚プロペラ式

的な風力の部分であれば、その辺を配慮しな

ければいけないのかなというふうに思ってお

ります。

あと、農地法の部分については、当然、あ

そこは農振地域で入っておりまして、一応、

牧場としての肥培管理というか、草地更新を

したり、それから肥料をまいておりますの

で、今の段階では、採草放牧地という形では

なくて、どちらかというと、農地というふう

な適用を受けるのかなと思っています。それ

が、今後どういう問題を生じるかというの

は、またその場合においていろいろ考えるこ

とであって、今の段階で絶対だめですよとい

う部分での話にはならないかなというふうに

思っております。

以上でございます。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 多分、法的には、環

境省は自然公園法の中であっても風力発電を

認めているケースもどうやらあるようだとい

うことなので、まして区域外ということにな

ると、基本的に、大いに議論していいという

場所ではないかというように思って、設置を

しようとするのであれば、そのために前向き

の議論をしてもいい場所なのだろうというよ

うに思います。

農地法についても、少しはプラスになると

いうものがあるのであるとすれば、それは経

済的な、電力、売電での収入プラス町の取り

組みも含めて、大いに評価できるというよう

な方向性であれば、それも含めて検討すべき

ことなのだろうというように思います。莫大

な発電をするのであれば、送電線などの問題

が出てまいりますが、現在、三相電気も引っ

張っているというようなことで、電線の容量

は、私は素人なのでわかりませんが、それら

も含めて、闊達な町民的な議論を、この際、

これからしていくべき場所ではないかという

ふうに思います。

それで、直ちに、可能性のある間は、当初

の目的である牛の育成牧場という機能につい

ては最後まで努力をしていただきたいと思い

ますし、何回か見ておりますが、シカの大群

が、これが逆に売り物になるのかなというふ

うに思うぐらいであります。ホエールウオッ

チングというのがありますが、シカがいつで
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も大群で見られるというのは、もしかしたら

売りになるかもしれませんので、それらも含

めて、この際、下を見ていても仕方がないの

で、町民的に大いに議論を進めるというきっ

かけを、ぜひあらゆる場所でつくっていただ

ければということを申し上げて、次に移りた

いと思います。この部分については、御答弁

は要りません。

２番目の国保の医療費の減免についてであ

ります。

１回目、御答弁をいただいておりますが、

９月１３日付の厚生労働省保険局長の通知に

よって、美幌町もこの取り扱いに基づいてと

いいますか、先ほど町長は、準じて対応して

いるということであります。しかし、私は、

なかなかそのようには受けとめておりませ

ん。

関連しまして、具体的な対応として、国保

一部負担金の減免については、広報びほろ８

月１日号で町民に周知したというような中身

であります。それで、私も注意深く、これは

広報８月号です、どこだろうということで、

大分捜索願を出して、潜伏先を突きとめたの

ですが、後期高齢者医療制度の全体としては

お知らせ、その中で、東日本大震災に被災さ

れた方の減免についてが中見出し、小見出し

になるか中見出し、その中に、実は３行書か

れている、よほど、これは、制度に精通した

方以外は見逃すという中身だと思うのです。

町長は、６月の御答弁で、広報及びイン

ターネットで周知を図るということですが、

周知というのは、漢字で言えば「周く知らせ

る」と。これは、ほとんどその役を果たして

いないというふうに思うのです。それを最初

に、どう受けとめておられるかということを

お聞きしたいと思います。

それで、やはり昨年の９月１３日の通知、

美幌町に届いたのは９月１５日だということ

ですが、ちょうど１年前の出来事ですが、同

じような、公金徴収に係る免除・減免・猶

予・軽減状況の調査を行っているというのは

わかりますが、しかし、制度としては、要綱

ができないと知らせられないと、存在するも

のを町民は知らないというふうに思うのです

が、このテンポでは非常にまずいのではない

かと思って答弁をお聞きいたしました。トッ

プダウンでやるのだという方向と、いつまで

に具体化を図れというのは、町長の姿勢が問

われているのではないかと思うのですが、い

かがでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 広報の仕方、私もこ

れを見ました。なかなか、これを言ったらま

た御指摘受けるのかなと思いますけれども、

税もそうなのですけれども、減免規定、実は

たくさんあります。それから、猶予も、事例

はたくさんあります。そして、一つだけ言う

ことにもならないという、そういうこともあ

りますので、では、全体をどう知らせるかと

いうところが非常に悩ましいところでもあっ

たのでありますけれども、今回、こういう形

で出させていただきました。

それで、このほかにも、しっかりとした周

知方法をできないかどうかについては、今後

もまたさらに検討していかなければいけない

と、そんなふうに思っております。なお、こ

れでよしとするものではありませんので。た

だ、難しいという面もひとつ御理解をいただ

きたいなと。本体があって、その特例として

減免だとか猶予だとかということがあります

ので、本体のお知らせもしながら、それをど

う皆さんにあまねくお知らせするかというの

は非常に難しい課題でありますけれども、町

民の皆さんにわかりやすく、そして、そうい

う制度があるということを無駄にしないとい

いますか、こちらのＰＲ不足でそのことが実

現できなかったということのないような配慮

をしながらＰＲに努めていきたいと思ってお

ります。

それと、スピード感の問題でありますけれ

ども、６月定例会のときにいろいろ御指摘を

いただきまして、減免にしろ猶予にしろ、町

全体でいろんなお金をいただいておりますの

で、全体の考え方をやはり統一する必要があ
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ると。あのときも中嶋議員のほうからお話が

ありましたけれども、こっちができて、こっ

ちができていないというようなことも含め

て、全体像で、やはり一回整理する必要があ

るということで、そういう指示をさせていた

だいて、今回、その取りまとめが終わり、今

ヒアリングをしておりますけれども、その中

でもちょっと不都合な点が出てきております

ので、さらに詰めた中で、スピード感を持っ

て、町全体として統制のとれた、整合性のと

れた、そういった制度にしっかりとしていき

たいと、そんな思いでありますので、今回の

ことも私のほうから指示をさせていただきま

したので、スピード感がないというようなこ

とはありますけれども、今後もスピード感を

意識しながら取り組んでいきたいと思いま

す。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） どこかでまた別の機

会に質問したい思いがあるのですが、所管が

一番町民の実態を知っているのではないかと

思うのですね。その所管が、いい制度ができ

れば、いち早く起案して、その制度を美幌町

としてつくるべきだということで、場合に

よっては、拒絶されたら辞表も懐に置きなが

らということを、これは冗談ですが、差し違

えるような気持ちで、町民の利益になるもの

については迫っていくということがもっと

もっとあっていいのではないかというように

思うのです。それとも、町長の権限が余りに

も強くて、とてもその気にならないというの

であれば、それは町長、少し自重していただ

くことにしまして、そういう点で、役場内の

緊張ある対応も、今試されているのではない

かというように思っています。

いずれにしましても、今日まで１年経過し

ておりますので、まさか他の自治体よりも後

退した制度はつくられないだろうというふう

に期待しているのですが、一刻も早い制度化

を図っていただきたいと。多分に、担当の皆

さんは相当優秀な試験をかいくぐってきてい

ますので、ゴーサインが出れば、直ちにいい

制度ができるものというふうに思って期待し

ております。

次の質問に移りますが、その冒頭に、ぜひ

町長として思いを語っていただければありが

たいというふうに思います。時間がありませ

んので、次の質問に入らせていただきたいと

思います。

重度心身障害者医療費の助成の問題であり

ます。

基本的には、保険証への記入を行うという

ことで、クリアできたかなというふうに思っ

ております。

そこで、これはあるきっかけで知ることが

できたのですが、美幌町の国保加入者の診療

機関、どこにどれだけ受診しているかという

点で言えば、実は美幌町が４割切っているよ

うだと。したがって、６割を超えている方々

は町外の医療機関に受診しているという状況

です。したがって、今まで５％の部分につき

ましては、これは一般のデータなので、重度

心身障害者などを含めて同じ傾向にあるかど

うかはわかりませんが、一つの参考になるだ

ろうというように思います。こんな状況であ

ることは非常に残念だ、もっともっと地元の

医療機関に受診していただきたいというのは

当然のことなのですが、実態としては、町外

の医療機関にそれだけ行っているとすれば、

なおさら必要な措置だろうというふうに思い

ます。

そこで、重度心身障害者医療制度の助成

は、道は三つやっているようです。ひとり親

家庭、それから乳幼児医療費、この三つで、

いずれも美幌町は、あえて５％、地元が持ち

ますということで、よその町は１０％負担に

なっているものを５％にしているということ

から、実はこういう展開になっているので

す。非常にすぐれた制度を展開しているがゆ

えに、何からかの措置をしないと１０％負担

せざるを得ないということなので、重度心身

障害者医療費受給者証そのものに美幌町は５

％なのだということを明記していただき、関

係者にお知らせしていただくということと、
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あわせて、この際、他の二つの制度につきま

しても、同じように余白があるということも

ありますので、あわせて改善をしていただく

余地があるのではないかというように思いま

すが、いかがでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 仕事の仕方、やり方

の問題でありますけれども、やはり緊張感を

持った対応ということが極めて重要だとは、

組織機構上、やはり緊張感を持ってやらなけ

ればいけない、そして、我々の組織は町民の

皆さんのために、そして美幌町の発展のため

にということの目標があるわけですから、町

民の皆さんにとっていい制度、こういったも

のをしっかり提案していく、そういう組織で

なければいけないと思っておりますし、私も

常日ごろから、我々公務員として、手ごたえ

ある仕事をしてほしいと、その手ごたえある

仕事は何かといったら、やはり町民の皆さん

が喜んでくれる、そういうサービスなり制度

を提供することだろうと思っていますので、

引き続き、多分、提案しにくいというような

ことはないとは思いますけれども、もしかあ

るとしたら、また反省をしていきたいと、そ

んなふうに思っております。

それで、一部負担の部分の制度ですけれど

も、それこそ全道各地でいろんなことをやっ

ております。私どもの町で、それに上乗せし

ている部分は他に引けはとらないと思います

けれども、ただ、上を行っている町村もあり

ます。負担にしても、１００％、８０％、６

０％というところもあるようでありますか

ら、今、鋭意研究中でありますので、また決

定次第、御相談をさせていただきたいと思い

ます。

それから、国保で町外の医療機関に通うの

が６割ということで、町内の医療機関につい

ては、私ども、通知を出して、そして１割負

担のところを０.５割だけ納付していただい

て、それで、あとは医療機関から私どもに請

求があって、それを支払うという形をとって

いますけれども、全道の医療機関に全部通知

するということは、逆に言うと、そのことで

またトラブルが発生するということは十分に

あり得ると思いますので、明記をすることに

よって、被保険者がしっかりと、これを持っ

ていけば０.５割だけ負担すればいいという

ようなことの徹底をしていきたいと、そんな

ふうに思っております。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 現実的な対処として

しは、やはり５％明記以上のものがなかなか

出ないなというふうに思います。請求のソフ

トもそういう形でされていると思いますの

で、それが現実的だろうというふうに思って

おりますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。

そこで、これは最後にいたします、私、今

回、質問通告を行いまして、訂正されたとこ

ろがございます。「障害者医療費」の表記

で、私は、昨今、「がい」と平仮名で書いて

提出したのですが、それは、美幌町において

は、条例名は漢字で「害」となっているの

で、存在しないものになっているので、漢字

に改めてもらいたいということであります。

それまで気がつかなかったのですが、やはり

障害者の、害をなすとか、被害を受けるの

「害」という漢字は、何とも、もともとは石

偏に、差し障りがあるみたいな、ああいう

「碍」だったのですが、それが当用漢字から

外れて、結局は、害をなすの「害」というこ

とで、障害者の方々に不愉快な思いをさせる

ということで、この漢字表記を平仮名表記に

変えたということで、もう、相当定着してい

るので、直っていたというふうに思ったので

すが、改めて、そういう部分については、直

すべきものはそんなにエネルギーのかからな

い話なので、この際改めていただいて、誤解

を生じない形をぜひとっていただきたいとい

うことを申し上げて、この部分だけ、できれ

ば即刻改善していただければありがたいとい

う思いでお聞きいたしまして、終わりにいた

します。

○議長（古舘繁夫君） 町長。
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○町長（土谷耕治君） 表記は、私ども、一

般的に使うのは平仮名でやっておりますけれ

ども、まだ実態としてあるというような御指

摘ですので、中身を検証してみたいと思いま

す。

それと、６月定例会からいろいろ町の制度

の中で、減額であるとか免除であるとか猶予

であるとかと、いろいろあります。これは国

の法律であろうと条例であろうと、そういう

ことをしっかり明記している以上は、やはり

適法にそれを使っていただくべきだと私も

思っていますので、それをあえて隠しごとを

するとか、ねじ曲げて解釈するということに

はならないと、そんなふうに思っていますの

で、全体をやっぱり一度見直してみたいとい

う思いで今回取り組まさせていただきました

ので、なお不都合な点は直していきたいと、

そんなふうに思っております。

よろしくお願いをしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、２番大江道

男さんの一般質問を終わります。

これで、一般質問を終わります。

暫時休憩いたします。

午前１１時００分 休憩

─────────────────

午前１１時０３分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────────

◎日程第３ 選挙第４号

○議長（古舘繁夫君） 日程第３ 選挙第４

号美幌町選挙管理委員会委員及び補充員の選

挙を行います。

お諮りします。

選挙の方法については、地方自治法第１１

８条第２項の規定により指名推選にしたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、選挙の方法は、指名推選にす

ることに決定いたしました。

お諮りいたします。

指名の方法については、議長において指名

することにしたいと思いますが、これに御異

議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、議長において指名することに

決定いたしました。

選挙管理委員には、美幌町字美富３０５番

地、松本光伸さん、美幌町字大通北４丁目１

０番地の２、早田眞二さん、美幌町字都橋８

２番地の５、関美惠子さん、美幌町字西２条

北１丁目１番地、横山直樹さん、以上４名の

方を指名します。

次に、選挙管理委員補充員には、指名順位

を補充順位として、美幌町字豊岡４３１番

地、水本文孝さん、美幌町字美和４２２番

地、石川真里子さん、美幌町字大通北１丁目

１番地の５、寺田義博さん、美幌町字報徳３

１７番地、高崎義明さん、以上４名の方を指

名します。

お諮りいたします。

ただいま議長が指名いたしました方々を当

選人と定めることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、美幌町選挙管理委員には、た

だいま指名いたしました松本光伸さん、早田

眞二さん、関美惠子さん、横山直樹さん。補

充員には、水本文孝さん、石川真里子さん、

寺田義博さん、高崎義明さんが当選されまし

た。

─────────────────────

◎日程第４ 同意第６号

○議長（古舘繁夫君） 日程第４ 同意第６

号美幌町教育委員会委員の任命についてを議

題とします。

直ちに提出者の説明を求めます。

町長。

○町長（土谷耕治君） 同意第６号美幌町教
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育委員会委員の任命について御説明を申し上

げます。

本町教育委員会委員寺崎芳枝氏は、平成２

３年９月２８日をもって任期満了となるの

で、次の者を任命いたしたく、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第４条第１項の

規定により、議会の同意を求めるというもの

でございます。

記。住所、美幌町字日の出１丁目１７番地

の４。氏名、猪本里美さん。生年月日、昭和

３４年３月４日生まれであります。

以上、御説明を申し上げました。よろしく

お願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、同意第６号美幌町教育委員会委

員の任命についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本件は、同意することに賛成の方は起立願

います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本件は、同意することに決定

いたしました。

─────────────────────

◎日程第５ 同意第７号

○議長（古舘繁夫君） 日程第５ 同意第７

号美幌町職員懲戒審査委員会委員の任命につ

いてを議題といたします。

直ちに提出者の説明を求めます。

町長。

○町長（土谷耕治君） 同意第７号美幌町職

員懲戒審査委員会委員の任命について御説明

を申し上げます。

本町職員懲戒審査委員会委員鶴野宏氏、石

澤淳子氏、浅野俊伸氏は、平成２３年９月２

９日をもって任期満了となるので、次の者を

任命いたしたく、地方自治法施行規程第１７

条第５項の規定により、議会の同意を求める

というものでございます。

記。住所、美幌町字西１条北４丁目１番

地。氏名、森一也さん。生年月日、昭和３３

年７月８日生まれ。住所、美幌町字仲町２丁

目９６番地の１３。氏名、石澤淳子さん。生

年月日、昭和２２年２月１３日生まれ。住

所、美幌町字西２条北２丁目４番地の４５。

氏名、浅野俊伸さん。生年月日、昭和２８年

３月２１日生まれでございます。

以上、よろしくお願いをいたしたいと思い

ます。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、同意第７号美幌町職員懲戒審査

委員会委員の任命についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本件は、同意することに賛成の方は起立願

います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本件は、同意することに決定

いたしました。

─────────────────────

◎日程第６ 議案第５０号

○議長（古舘繁夫君） 日程第６ 議案第５

０号北海道森林バイオマス吸収量活用推進協

議会の設置及び規約の制定についてを議題と

いたします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

経済部長。

○経済部長（平野浩司君） 議案の６ページ

をお開きください。

議案第５０号北海道森林バイオマス吸収量

活用推進協議会の設置及び規約の制定につい

て御説明いたします。

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第

２５２条の２の規定により、森林バイオマス

の二酸化炭素吸収、削減機能等を活用し、地

域の振興を図ることを目的に行う事務を管理
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及び執行するため、北海道森林バイオマス吸

収量活用推進協議会を設置するとともに、同

協議会規約を別紙のとおり制定することにつ

いて、議会の議決を求めるものでありまし

て、記以下の同協議会の規約の説明につきま

しては、参考資料で御説明いたします。

参考資料の１ページをお開きいただきたい

と思います。

今回、法定協議会の設置を提案します北海

道森林バイオマス吸収量活用推進協議会は、

任意協議会として、足寄町、下川町、滝上

町、美幌町の４町により平成２０年７月７日

に設立し、北海道の交付金を活用し、平成２

０年度から平成２２年度までの３年間、地域

資源を活用した地域活性化策、具体的には森

林バイオマスの二酸化炭素吸収機能を活用し

たシステムの構築等の制度設計、実証、検証

を行ってまいりました。

これを受けまして、平成２３年度から森林

バイオマス二酸化炭素クレジットの創出及び

活用を事業として本格的に実施するため、法

定協議会の設置をそれぞれの町で提案させて

いただき、あわせてこの法定協議会の規約を

お認めいただきたく提案するものでありま

す。

今後の法定協議会の設置のスケジュールで

ございますが、９月中旬に各４町の議会の議

決をいただいた後、９月２９日に設立総会を

開催し、設立総会後、北海道知事への設置届

け出と、各４町で協議会を設置した旨及び規

約の告示をさせていただき、１０月１日から

法定協議会として活動していきたいと考えて

おります。

それでは、参考資料に沿って御説明いたし

ますと、制定目的でございますが、地域資源

の活用によってさらなる地域の振興を図るた

め、森林バイオマスの二酸化炭素吸収、削減

機能等の活用に関する事務を共同して管理及

び執行するため、「北海道森林バイオマス吸

収量活用推進協議会」を設置するものでござ

います。

制定内容ですが、主な内容について御説明

させていただきます。

第１章。総則として、第１条から第４条ま

で規定されており、第１条、名称は北海道森

林バイオマス吸収量活用推進協議会です。目

的については、制定目的で御説明したとおり

でございます。第２条、協議会を設ける町

は、足寄町、下川町、滝上町、美幌町です。

第４条、協議会の事務所は、会長が属する町

に置くとなっております。

第２章。協議会の組織として、第５条から

第１２条まで規定されており、第５条協議会

の組織は、会長１人、副会長１人、委員２

人、監事１人となっております。第６条、第

７条、第８条、第９条の会長、副会長、委

員、監事の任期は２年とし、非常勤とすると

なっております。

第３章。協議会の会議として、第１３条か

ら第１５条まで規定されており、第１３条会

議の招集の規定、第１４条会議の運営の規

定、第１５条幹事会の内容の規定について書

かれております。

第４章。協議会の担任する事務の管理及び

執行として、第１６条の関係町の名において

する事務の管理及び執行について書かれてお

ります。

第５章。協議会の財務として、第１７条か

ら第２２条まで規定されており、第１７条経

費の支弁の方法の規定、第１８条予算の規

定、第１９条収益金分配の規定でクレジット

等の販売による収益金の分配は、協議会の議

決により決定することになっております。第

２０条出納及び現金の保管の規定、第２１条

決算の規定、第２２条財産の取得管理及び処

分の方法の規定が書かれております。

第６章。補則として、第２３条から第２６

条まで規定されており、第２３条事務処理の

状況の報告の規定、第２４条関係町の長の監

視権の規定、第２５条協議会解散の場合の措

置の規定、第２６条委任の規定が書かれてお

ります。

根拠法令等につきましては、地方自治法で

あります。
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施行日につきましては、平成２３年１０月

１日であります。

以上、御説明を申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） 今の協議会の内容と

いうより、条例の条項の中の些細な確認なの

ですけれども、第３条の第１項にオフセッ

ト・クレジット制度という部分があるのです

けれども、当然、森林の二酸化炭素吸収のオ

フセットだと思うのですけれども、北海道と

ともにこの制度をつくって今後の活動という

ことで、以前より４町のこの協議について

は、いろいろな部分で動いているということ

わかるのですけれども、たまたま数年前なの

ですけれども、環境省で言うところの森林吸

収の計算測定値の基準の標記の仕方と、北海

道のオフセットの数値の計測の数値が合わな

いという事態があったのですけれども、今回

北海道とということ、プラスここで言うとこ

ろのオフセット・クレジット制度と、オフ

セット・クレジット制度がどういう制度かと

いうのをちょっと、いまいち僕もわからない

のですけれども、たまたま環境省で言うとこ

ろの森林が二酸化炭素の１年間、要するに１

本当たりの吸収量の測定の数値と今回北海道

とともにつくるとなれば、オフセット・クレ

ジット制度の中に出てくる計算式が広く一般

町民、また国民にも同じ共通の計算式なのか

なと、ちょっと不安だったものですから、も

しわかっている知識があれば教えてくださ

い。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（平野浩司君） まず、先に１点

訂正をさせていただきたいと思います。

第１９条、私、説明で収益金「分配」の規

定」と言いましたけれども、「配分」に訂正

させていただきたいと思います。まず１点訂

正をさせていただきたいと思います。

今、御質問のありましたオフセット・クレ

ジットの関係でございますけれども、私ども

で考えているのは、環境省によるＪ－ｖｅｒ

制度、国の制度が今、できておりますけれど

も、それの基本をつくってきたのが、この４

町での取り組みだというふうに思っておりま

す。そういうことから、今、北海道の部分に

ついては、担当のほうから説明をさせていた

だきますけれども、国の制度に基づいた

ＣＯ２の二酸化炭素の排出権の部分での実施

をするということでございます。

よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 耕地林務主幹。

○耕地林務主幹（伊成博次君） ただいま経

済部長が申したとおり、当初、北海道で独自

で積算をやっていましたけれども、環境省の

Ｊ－ｖｅｒ制度が始まりまして、そちらのほ

うに移行して北海道自体ではなく、環境省の

Ｊ－ｖｅｒで進めているところです。

よろしくお願いします。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、質疑を終わ

ります。

これから、議案第５０号北海道森林バイオ

マス吸収量活用推進協議会の設置及び規約の

制定についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第７ 議案第５１号

○議長（古舘繁夫君） 日程第７ 議案第５

１号美幌町非常勤職員の報酬及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例制定につい

てを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

教育部長。
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○教育部長（佐藤庄一君） 議案の１２ペー

ジです。

議案第５１号美幌町非常勤職員の報酬及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

制定について。

美幌町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例を次のように

制定しようとする。

記以下につきましては、参考資料で御説明

いたしますので、参考資料の３ページをお開

きください。

資料２（議案第５１号関係）。

条例名、美幌町非常勤職員の報酬及び費用

弁償に関する条例。

改正目的は、スポーツ振興法がスポーツ基

本法として改正されたことに伴い、条例の一

部を改正するものです。

改正内容は、第２条に規定する報酬額の別

表第１中「体育指導委員」を「スポーツ推進

委員」に名称を改めるものです。

今回、スポーツ振興法が５０年ぶりに全部

改正となっております。体育指導委員の役割

はスポーツの実技の指導、その他スポーツに

関する指導及び助言のみならず、スポーツの

推進のための事業の実施にかかわる企画調整

としての役割が重要性を増しております。

そのため、スポーツ基本法には新たに職務

が追加され、それに伴いまして、その職務を

より適切にあらわす観点から、スポーツ推進

委員と名称が変更となったものであります。

根拠法令等はスポーツ基本法、施行日は公

布の日です。

以上、御説明いたしましたので、よろしく

お願いをいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第５１号美幌町非常勤職員

の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例制定についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第８ 議案第５２号

○議長（古舘繁夫君） 日程第８ 議案第５

２号美幌町農林業振興条例及び美幌町普通河

川条例の一部を改正する条例制定についてを

議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

経済部長。

○経済部長（平野浩司君） 議案の１３ペー

ジをお開きください。

議案第５２号美幌町農林業振興条例及び美

幌町普通河川条例の一部を改正する条例制定

について御説明いたします。

美幌町農林業振興条例及び美幌町普通河川

条例の一部を改正する条例を次のように制定

しようとするということで、記以下について

は参考資料で御説明いたします。

参考資料の４ページをお開きください。

制定目的ですが、農地法の改正により、関

連する条例の一部を改正するものでありま

す。

改正内容でございますが、同時に改正する

条例が二つありまして、一つ目は、美幌町農

林業振興条例の一部改正であります。

農地法第２条の「定義」中第２項から第５

項までが削除されましたので、農業生産法人

の条項が繰り上がったことにより、条例の引

用条項について改正するもので、条例第２条

第１項第２号中、「第２条第７項」を「第２

条第３項」に改めるものであります。

二つ目が、美幌町普通河川条例の一部改正

でございます。

普通河川条例第２１条に規定する占用料に

関する別表第２中「農耕用敷地」並びに「採

草及び放牧用敷地」の土地占用料について、
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農地法第２３条第１項の規定に基づき美幌町

農業委員会が定めた「小作料の標準額」を基

に算定することとしておりましたが、農地法

の改正により、この算定条項が削除されたた

め、新たに美幌町農業委員会が情報提供を行

う「参考賃借料」により算定した額に改正す

るものであります。

根拠法令等につきましては、農地法でござ

います。

施行日については、公布の日からでござい

ます。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第５２号美幌町農林業振興

条例及び美幌町普通河川条例の一部を改正す

る条例制定についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第９ 議案第５３号

○議長（古舘繁夫君） 日程第９ 議案第５

３号平成２３年度美幌町一般会計補正予算

（第７号）についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（浅野俊伸君） 議案第５３号平

成２３年度美幌町一般会計補正予算（第７

号）について御説明申し上げます。

平成２３年度美幌町の一般会計補正予算

（第７号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ４,１９６万円を追加し、歳入歳出そ

れぞれ１０７億６,７５３万９,０００円とす

るものであります。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明申し上げます。

それでは、議案の２４ページ、２５ページ

をお開きいただきたいと思います。

歳出でございます。

一番上の一般事務費の増、積立金２７万

６,０００円につきましては、本年５月２４

日から８月１６日までの間で２６名の方々よ

り、ふるさと納税制度によります寄附金をい

ただいたものを、ふるさとづくり基金へ積み

立てするものであります。

次の段の一般事務費の増、積立金１１万

５,０００円でございますが、これにつきま

しては、５月３０日町内にお住まいの方から

１０万円、また、ふるさと納税制度により５

月３１日に１万円、６月２７日に５,０００

円を社会福祉のために役立ててほしいと御寄

附をいただきましたので、福祉基金に積み立

てするものであります。

その下の一般事務費の増、積立金５万円で

ございます。これにつきましても本年７月２

２日、町内の三橋南にお住まいの長原米子様

より、高齢者福祉のために役立ててほしいと

御寄附をいただきましたので、福祉基金へ積

み立てするものでございます。

次の７他会計負担事業費の増、繰出金、介

護保険特別会計繰出金１１２万３,０００円

の増額補正でございますが、これは介護保険

を適用したショートステイの利用上限日数を

超えた利用者に対する町の支援事業でござい

まして、利用者の増に伴う一般会計からの繰

出分でございます。

その下の９老人保健医療事業費の増、償還

金利子及び割引料の２５万９,０００円でご

ざいますが、これは平成２２年度支払基金交

付金の精算に伴う額の確定による返還金でご

ざいます。

その下の一般事務費の増、社会保険料等７

万１,０００円とその下の臨時職員賃金５６
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万２,０００円につきましては、７月の人事

異動に伴う職員の配置がえ及び業務量の増に

伴う臨時職員の雇用分でございます。

次の３障害者自立支援事業費の増、業務等

委託料、障害者福祉システムプログラム改修

委託料の４６万２,０００円の増額でござい

ますが、これは本年１０月から実施されます

グループホーム、ケアホームの家賃補助及び

重度視覚障害者に対する移動支援について、

自立支援給付費の対象とする制度が創設され

たことに伴うプログラム改修費でございま

す。

次の償還金利子及び割引料の５５万６,０

００円につきましては、平成２２年度の障害

者医療費に係る国及び道費の負担金の確定に

よります返還金であります。一番下の障害程

度認定区分認定等審査会費の増、臨時職員共

済費等２万４,０００円につきましては、臨

時職員に係る共済組合負担金の料率の改定に

伴う増額補正でございます。

次に、２７ページをお開きいただきたいと

思います。

一番上の子ども発達支援センター事業費の

３６万５,０００円と次の４幼児ことばの教

室設置事業費の増１１万円の増額補正につき

ましては、４月の臨時職員の配置がえに伴う

予算の組み替えと共済組合費負担金の料率の

改定に伴う増額分、保険料につきましては通

所児童の増に伴う補正でございます。

次の保育園運営事業費の増の２８４万６,

０００円の増額につきましては、これも４月

の臨時職員の配置がえに伴う予算の組み替え

と共済組合の負担金の料率の改定による増

額、さらに一番下の臨時職員賃金の２３０万

７,０００円につきましては、正職員の退職

に伴う臨時職員雇用の賃金でございます。

次の２農業担い手確保育成事業費の増、補

助金、新規就農者等支援事業補助金４１９万

１,０００円につきましては、新規就農の当

初１３名を予定しておりましたが、７名増の

２０名の申請により増額補正をいたすもので

ございます。

その下の８環境保全型農業直接支援対策事

業費、補助金、環境保全型農業直接支援対策

事業費補助金の１８８万６,０００円の増額

でございますが、これにつきましては環境保

全効果の高い営農活動に取り組む農業者に対

しまして、土づくり、化学肥料低減、農薬低

減などのエコファーマー認定を受けているこ

と、さらに有機農業に取り組む農業者に対し

まして、１０アール当たり８,０００円が交

付されるものでございまして、負担割合につ

きましては国が２分の１の４,０００円を直

接農業者へ交付され、道と町がそれぞれ２,

０００円ずつ支援するもので、新たな制度で

ございまして、今年度は７戸の４７.１５ヘ

クタール分でございます。

その下の牧野維持管理事業費の増、施設維

持管理費等委託料、美幌峠牧場管理運営委託

料の１,２６１万１,０００円の増額補正でご

ざいますが、これは峠牧場の使用料の大幅な

減少に伴う管理運営経費の増として１,０５

０万７,０００円、さらに飼料供給機械のミ

キサーフィーダー及びローラーの修繕として

２１０万４,０００円の補正をいただこうと

するものでございます。

次に、一番下の猟政推進事業費の増、消耗

品、通信運搬費、次のページの機械器具４９

万５,０００円の増額補正でございますが、

これにつきましてはクマの箱わな設置に係る

監視につきまして、現在、７基を設置してお

りますが、これに対し、職員が見回り確認を

しております。この見回りには２名体制で、

約半日を要することから、携帯電話による監

視システムを導入するものでございます。消

耗品につきましては、設置取りつけ金具及び

充電アダプターで７万６,０００円。通信運

搬費につきましては、監視用１台と箱わなに

設置いたします７台の基本料として７万５,

０００円。機械器具につきましては、監視用

電話機８台分として４９万５,０００円の補

正をいただこうとするものでございます。

次の２の林業推進事業費の増、積立金６２

５万２,０００円の増でございますが、本年
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５月２６日から６月２１日までの間に、ふる

さと納税制度によります３名の方々からの御

寄附１万５,０００円と、森林整備に関する

協定に基づき、６月１７日には株式会社宮田

建設から２６万１,０００円を、同じく８月

３日にはＮＰＯ法人札幌コンベンションネッ

トワークから２１万５,０００円の御寄附を

いただいたものでございます。さらに、下

川、滝上、足寄、美幌町でつくる森林バイオ

マス吸収量活用推進協議会から、Ｊ－ｖｅｒ

制度に基づく企業からの分配金として５７６

万円について、未来への森林づくり基金へ積

み立てするものでございます。

次の道路橋梁維持管理事業費の増の臨時職

員共済費等、その下の社会保険料等の増額補

正でございますが、これにつきましては共済

費及び社会保険料の負担率の改定に伴う増で

ございます。

その下の修繕料５００万円につきまして

は、本年６月１０日の集中豪雨によります駒

生、豊岡、日の出、栄町、稲美地区の道路側

溝及び雨水ます等の修繕料でございます。

次の自動車借上料につきましては、町道修

繕に伴う重機及びトレーラーの借上料でござ

います。原材料の１９０万５,０００円の増

につきましては、修繕のための切り込み砂

利、土どめブロック、アスファルト補修材等

の原材料でございます。

その次の２除雪対策事業費の増、臨時職員

共済費等の９万９,０００円の増でございま

すが、これは共済費負担率の改定に伴う増で

ございます。

次の段の公園維持管理事業費の増の臨時職

員共済費、社会保険料等も同様の料率の改定

に伴う増額補正でございます。

一番下の３（仮称）文化ホール整備事業費

の増、積立金１００万円でございますが、８

月１９日、元町２１番地にお住まいの牧野泰

乘様より、本年６月２５日に御逝去された故

牧野了泰様が生前、美幌町にお世話になった

お礼としまして、文化ホール建設に伴う備品

整備のためにと１００万円の御寄附をいただ

きましたので、教育文化会館建設基金に積み

立てするものでございます。

それでは、次に２３ページにお戻りいただ

きたいと思います。

歳入でございます。

一番上の環境保全型農業直接支援対策事業

補助金９４万３,０００円につきましては、

エコファーマー及び有機農業に取り組む農業

者に対する道からの補助金でございます。

その下の女満別空港ビル出資配当金６０万

円につきましては、美幌町で出資しておりま

す４００株に対する１株当たり１,５００円

に出資配当金でございます。

その下のふるさと寄附金につきましては、

本年５月２５日から８月１５日までのふるさ

と納税制度によります寄附金でございます。

その下の社会福祉費寄附金の増、これにつ

きましては本年５月３０日及び７月２２日に

いただきました寄附金でございます。

次の社会教育費寄附金の増１００万円につ

きましては、８月１９日に元町の牧野泰乘様

からいただきました寄附金でございます。

その下の林業費寄附金４７万７,０００円

につきましては、林業整備に関する協定に基

づく６月１７日に宮田建設から２６万１,０

００円と８月３日にＮＰＯ法人札幌コンベン

ションネットワークからいただきました寄附

金でございます。

その下の前年度繰越金の増３,０６１万円

につきましては、今回の補正に係る財源につ

いて、前年度繰越金に求めるものでございま

す。

その下の雇用保険納付金の増１万９,００

０円につきましては、臨時職員雇用に伴う納

付金でございます。

次の雑入の新規就農者等支援事業負担金の

増２０９万５,０００円につきましては、対

象者の増に伴うＪＡびほろからの負担金の増

額補正でございます。

一番下のカーボンオフセット事業交付金５

７６万円につきましては、４町でつくります

森林バイオマス吸収量活用推進協議会からの
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Ｊ－ｖｅｒ制度によります協賛金の分配金で

ございます。

以上、御説明申し上げましたのでよろしく

お願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第５３号平成２３年度美幌

町一般会計補正予算（第７号）についてを採

決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

暫時休憩します。

再開は、１１時５０分。

午前１１時４０分 休憩

─────────────────

午前１１時５０分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────────

◎議会運営委員長報告

○議長（古舘繁夫君） 先ほど、議会運営委

員会が開かれましたので、議会運営委員長か

ら報告をお願いいたします。

１２番吉住さん。

○１２番（吉住博幸君） 休憩中に議会運営

委員会を開催しましたので、その内容につい

て報告いたします。

本日予定していた議案審議が円滑に進んで

いますので、日程第１３ 議案第５７号の次

に、第４日目に予定していた認定第１号から

認定第９号まで、意見書案第６号から意見書

案第８号まで、報告第９号から報告第１２号

まで、議員の派遣について、閉会中の継続審

査について、以上の日程をお手元に配付した

日程追加事件として、本日の日程に追加する

ことといたしました。

なお、本定例会に付議されたすべての案件

を本日第３日目で審議することになりますの

で、会期は当初の４日間から３日間へと変更

となります。

議員各位及び説明員の御理解と御協力をお

願いして、議会運営委員長の報告といたしま

す。

─────────────────────

◎日程追加の議決

○議長（古舘繁夫君） お諮りします。

ただいま議会運営委員長からの報告があっ

たとおり、日程第１３ 議案第５７号平成２

３年度美幌町病院事業会計補正予算（第２

号）についての次に、認定第１号平成２２年

度美幌町一般会計歳入歳出決算認定につい

て、認定第２号平成２２年度美幌町国民健康

保険特別会計歳入歳出決算認定について、認

定第３号平成２２年度美幌町老人保健特別会

計歳入歳出決算認定について、認定第４号平

成２２年度美幌町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算認定について、認定第５号平成２

２年度美幌町介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について、認定第６号平成２２年度美幌

町公共下水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、認定第７号平成２２年度美幌町個別排

水処理特別会計歳入歳出決算認定について、

認定第８号平成２２年度美幌町水道事業会計

決算認定について、認定第９号平成２２年度

美幌町病院事業会計決算認定について、意見

書案第６号森林・林業・木材産業施策の積極

的な展開に関する意見書について、意見書案

第７号平成２４年度農業予算編成に関する意

見書について、意見書案第８号軽油引取税の

課税免除措置などを求める意見書について、

報告第９号健全化判断比率について、報告第

１０号資金不足比率について、報告第１１号

平成２２年度教育委員会の主な事務の管理及

び執行状況の点検・評価の報告について、報

告第１２号例月出納検査報告について（５

月～７月分）、議員の派遣について及び閉会
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中の継続調査についてを日程に追加し、それ

ぞれ追加日程第１から第１８までとして議題

にしたいと思いますが、これに御異議ありま

せんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、認定第１号から第９号まで、

意見書案第６号から第８号まで、報告第９号

から第１２号まで、議員の派遣について及び

閉会中の継続調査についてを日程に追加し、

それぞれ追加日程第１から第１８までとし議

題とすることに決定いたしました。

─────────────────────

◎日程第１０ 議案第５４号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１０ 議案第

５４号平成２３年度美幌町国民健康保険特別

会計補正予算（第２号）についてを議題とし

ます。

直ちに提案理由の説明を求めます。

民生部長。

○民生部長（馬場博美君） 議案の３１ペー

ジをお開き願います。

議案第５４号平成２３年度美幌町国民健康

保険特別会計補正予算（第２号）について御

説明申し上げます。

平成２３年度美幌町の国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）は、次に定めるところ

によるものでございます。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ３,６６２万４,０００円を追加し、歳

入歳出それぞれ２８億９,１８６万円とする

ものでございます。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明申し上げます。

４０ページ、４１ページをお開き願いま

す。

３、歳出について御説明申し上げます。

４１ページの後期高齢者支援金７０７万

８,０００円の増、その下の前期高齢者納付

金等３８万３,０００円の増、その下の介護

納付金等６６２万８,０００円の増につきま

しては、２１年度分の社会保険診療報酬支払

基金に支払いする額の確定による精算分でご

ざいます。

４３ページをお開き願います。

一番上の償還金利子及び割引料２,２５３

万５,０００円の増につきましては、平成２

２年度分の療養給付費負担金、高齢者医療制

度円滑運営事業費補助金及び出産育児一時金

の補助金の確定に伴う国庫負担分の精算によ

る返還金でございます。

歳出は、以上でございます。

次に、歳入について御説明申し上げます。

３８、３９ページをお開き願います。

２、歳入について御説明申し上げます。

３９ページの介護納付金負担金２２５万

３,０００円の増から、４行目までの後期高

齢者交付金２,４０４万７,０００円の増につ

きましては、先ほど歳出で説明申し上げまし

た２１年度及び２２年度の国庫負担金及び社

会保険診療報酬支払基金に交付する額の確定

による精算分の増でございます。

それから、その下の国民健康保険基金繰入

金２,３９３万３,０００円の減につきまして

は、社会保険診療報酬支払基金から交付され

る２１年度の前期高齢者交付金の増の精算に

伴い基金より繰り入れする金額を減額するも

のでございます。

その下の前年度繰越金２,６９１万円の増

につきましては、今回の歳出の財源を前年度

繰越金で対応しようとするものでございま

す。

失礼いたしました。先ほど、前期高齢者交

付金のところを「後期」と申し上げました。

まことに申しわけございません。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。
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これから、議案第５４号平成２３年度美幌

町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第１１ 議案第５５号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１１ 議案第

５５号平成２３年度美幌町介護保険特別会計

補正予算（第１号）についてを議題としま

す。

直ちに提案理由の説明を求めます。

民生部長。

○民生部長（馬場博美君） ４５ページをお

開き願います。

議案第５５号平成２３年度美幌町介護保険

特別会計補正予算（第１号）について御説明

いたします。

平成２３年度美幌町の介護保険特別会計補

正予算（第１号）は、次に定めるところによ

るものでございます。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ２６０万１,０００円を追加し、歳入

歳出それぞれ１２億５,９７０万５,０００円

とするものでございます。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明申し上げます。

５４、５５ページをお開き願います。

３、歳出について御説明申し上げます。

５５ページの一番上の任意事業の短期宿泊

利用サービス委託料１１２万３,０００円の

増につきましては、当初の予算で延べ日数、

年間で２５０日を見込んでおりましたが、利

用者数の増に伴って４００日の利用の見込み

になることに伴う増額補正でございます。

その下の過年度介護給付費等返還金の償還

金利子及び割引料１４７万８,０００円の増

につきましては、平成２２年度地域支援事業

交付金等の精算に伴う国・道の負担金及び社

会保険診療報酬支払基金の返還金でございま

す。

歳出は、以上でございます。

次に、歳入について御説明申し上げます。

５２、５３ページをお開き願います。

２、歳入について御説明申し上げます。

５３ページの包括的支援事業・任意事業繰

入金１１２万３,０００円の増につきまして

は、歳出で御説明申し上げました短期宿泊利

用サービスに係る１１２万３,０００円を一

般会計から繰り入れするものでございます。

その下の前年度繰越金１４７万８,０００

円の増につきましては、今回の歳出の財源を

前年度繰越金で対応するものでございます。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第５５号平成２３年度美幌

町介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

いてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第１２ 議案第５６号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１２ 議案第

５６号平成２３年度美幌町個別排水処理特別

会計補正予算（第１号）についてを議題とし

ます。

直ちに提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。
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○建設水道部長（磯野憲二君） 議案の５７

ページをお開きください。

議案第５６号平成２３年度美幌町個別排水

処理特別会計補正予算（第１号）の御説明を

申し上げます。

平成２３年度美幌町の個別排水処理特別会

計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。

今回の補正につきましては、個別浄化槽設

置件数、当初予算１１件を４件増設して１５

件の増額を行おうとするものであります。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ１,０８０万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ８,９１２万７,

０００円とする。

第２項につきましては事項別明細書。

地方債の補正につきましては、６０ページ

をお開きください。

地方債の補正につきまして、４件ふえまし

た９９０万円を増額しまして、限度額を３,

９７０万円とするものです。

次に、歳出の御説明をします。

６６、６７ページをお開きください。

個別浄化槽設置工事につきましては、当初

予算では１１件の３,２３５万６,０００円を

計上しておりましたが、今回年度途中での申

し込みを受けまして、４件分の１,０８０万

円を増額補正するものです。

次に、歳入につきまして、６４、６５ペー

ジをお開きください。

歳出で増額補正します１,０８０万円につ

きましては、増設４件の受益者分担金、使用

料、手数料、前年度繰越金及び町債に求める

ものです。

以上、御説明しましたので、よろしくお願

いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第５６号平成２３年度美幌

町個別排水処理特別会計補正予算（第１号）

についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第１３ 議案第５７号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１３ 議案第

５７号平成２３年度美幌町病院事業会計補正

予算（第２号）についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

病院事務長。

○病院事務長（大村英則君） 議案６８ペー

ジをお開き願います。

議案第５７号平成２３年度美幌町病院事業

会計補正予算（第２号）について御説明申し

上げます。

今回の補正につきましては、外科医師の増

員に伴い、増加している外科手術に必要な医

療機器の購入に係る補正を行おうとするもの

であります。

第１条、平成２３年度美幌町病院事業会計

補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よる。

第２条は、今回の補正により資本的収支の

不足額を３,４８５万円に改め、資本的収支

の予定額を補正するものであります。以下に

つきましては、次のページ以降の実施計画書

及び説明書で御説明申し上げます。

第３条、企業債の補正につきましては、今

回の補正の財源を企業債に求めようとするも

ので、２,２００万円を追加補正し、限度額

を１億８,２２０万円にしようとするもので

あります。

なお、この企業債につきましては、地方交

付税で率にして２２.５％が交付税措置され

るところであります。
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第４条、今回購入予定の手術機器のうち、

地方公営企業法、病院事業の設置等に関する

条例の規定に基づき、予定価格が７００万円

以上の資産の取得を重要な資産の取得とし

て、腹腔（胸腔）撮影装置一式を補正するも

のであります。

７０ページ、７１ページをお開き願いま

す。

資本的収入の補正であります。

第３条の企業債の補正で御説明したとお

り、手術関連機器の購入のための財源として

２,２００万円を企業債に求める補正を行う

ものであります。

次に、７２ページ、７３ページをお開き願

いたいと思います。

資本的支出の補正であります。

手術関連機器２,２０５万８,０００円の購

入費用であります。内訳は、腹腔（胸腔）撮

影装置、胆道ファイバースコープ、気管支内

視鏡、超音波凝固装置の切開装置の購入を行

おうとするものであります。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願い申し上げます。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

８番岡本美代子さん。

○８番（岡本美代子君） １点だけお知らせ

ください。

外科医師が新しく来られて、手術件数がふ

えているということなのですけれども、実際

のふえた件数などをお知らせいただければと

思います。

○議長（古舘繁夫君） 病院事務長。

○病院事務長（大村英則君） 岡本議員御指

摘のいわゆる手術件数の件であります。

全身麻酔の手術というのが、従来ここ数年

間やられておりませんでした。それで今回、

新たな先生が着任された後、５月以降２８件

の手術件数であります。内訳として、２０件

が全身麻酔、その他８件が局所麻酔というこ

とで、乳がん、胃がん、大腸がん、胆のう摘

出手術等を行っております。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、質疑を終わ

ります。

これから、議案第５７号平成２３年度美幌

町病院事業会計補正予算（第２号）について

を採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎追加日程第１ 認定第１号から

追加日程第７ 認定第７号まで

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１ 認定

第１号平成２２年度美幌町一般会計歳入歳出

決算認定について、追加日程第２ 認定第２

号平成２２年度美幌町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算認定について、追加日程第３

認定第３号平成２２年度美幌町老人保健特別

会計歳入歳出決算認定について、追加日程第

４ 認定第４号平成２２年度美幌町後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算認定について、

追加日程第５ 認定第５号平成２２年度美幌

町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て、追加日程第６ 認定第６号平成２２年度

美幌町公共下水道特別会計歳入歳出決算認定

について、追加日程第７ 認定第７号平成２

２年度美幌町個別排水処理特別会計歳入歳出

決算認定について、以上７件を一括議題とし

ます。

お諮りします。

本件については、６名の委員をもって構成

する一般会計等決算審査特別委員会を設置し

て、地方自治法第９８条第１項の権限を委任

し、これに付託の上閉会中の継続審査とする

ことにしたいと思いますが、これに御異議あ

りませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、認定第１号平成２２年度美幌

町一般会計歳入歳出決算認定から認定第７号

平成２２年度美幌町個別排水処理特別会計歳

入歳出決算認定までについては、６名の委員

をもって構成する一般会計等決算審査特別委

員会を設置して、地方自治法第９８条第１項

の権限を委任し、これに付託の上閉会中の継

続審査とすることに決定いたしました。

─────────────────────

◎決算審査特別委員会委員の指名

○議長（古舘繁夫君） お諮りします。

ただいま設置されました一般会計等決算審

査特別委員会の委員については、美幌町議会

委員会条例第７条第１項の規定により、１番

新鞍峯雄さん、２番大江道男さん、３番早瀨

仁志さん、４番柏葉久子さん、９番坂田美栄

子さん、１２番吉住博幸さん、以上６名を指

名したいと思いますが、これに御異議ありま

せんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕。

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、ただいま指名いたしました６

名の方を一般会計等決算審査特別委員会委員

に選任することに決定しました。

─────────────────────

◎追加日程第８ 認定第８号及び

追加日程第９ 認定第９号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第８ 認定

第８号平成２２年度美幌町水道事業会計決算

認定について、追加日程第９ 認定第９号平

成２２年度美幌町病院事業会計決算認定につ

いて、以上２件を一括議題します。

お諮りします。

本件については、６名の委員をもって構成

する企業会計決算審査特別委員会を設置し

て、地方自治法第９８条第１項の権限を委任

し、これに付託の上閉会中の継続審査とする

ことにしたいと思いますが、これに御異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、認定第８号平成２２年度美幌

町水道事業会計決算認定及び認定第９号平成

２２年度美幌町病院事業会計決算認定につい

ては、６名の委員をもって構成する企業会計

決算審査特別委員会を設置して、地方自治法

第９８条第１項の権限を委任し、これに付託

の上閉会中の継続審査とすることに決定しま

した。

─────────────────────

◎決算審査特別委員会委員の指名

○議長（古舘繁夫君） お諮りします。

ただいま設置されました企業会計決算審査

特別委員会の委員については、美幌町議会委

員会条例第７条第１項の規定により、５番中

嶋すみ江さん、６番松浦和浩さん、７番上杉

晃央さん、８番岡本美代子さん、１１番大原

昇さん、１３番橋本博之さん、以上６名を指

名したいと思いますが、これに御異議ありま

せんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、ただいま指名しました６名の

方を企業会計決算審査特別委員会委員に選任

することに決定しました。

暫時休憩します。

休憩中に、両決算審査特別委員会を開催

し、正副委員長の互選をお願いします。

再開を２時５５分とします。

午後 ０時１８分 休憩

─────────────────

午後 ２時５５分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────────

◎諸般の報告

○議長（古舘繁夫君） 諸般の報告をいたし

ます。
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休憩中に開催された両決算審査特別委員会

において、両委員長及び副委員長の互選が行

われ、その結果の報告が議長の手元に参りま

したので報告します。

一般会計等決算審査特別委員会の委員長に

柏葉久子さん、副委員長に坂田美栄子さん、

企業会計決算審査特別委員会の委員長に大原

昇さん、副委員長に岡本美代子さん、以上の

とおり互選された旨の報告がありました。

─────────────────────

◎追加日程第１０ 意見書案第６号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１０ 意

見書案第６号森林・林業・木材産業施策の積

極的な展開に関する意見書についてを議題と

します。

これから、本意見書案について直ちに採決

します。

お諮りします。

本意見書案については、原案のとおり決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本意見書案は、原案のとおり

可決されました。

ただいま可決されました意見書は、議長に

おいて、別紙記載の提出先に提出することと

いたします。

─────────────────────

◎追加日程第１１ 意見書案第７号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１１ 意

見書案第７号平成２４年度農業予算編成に関

する意見書についてを議題とします。

これから、本意見書案について直ちに採決

します。

お諮りします。

本意見書案については、原案のとおり決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本意見書案は、原案のとおり

可決されました。

ただいま可決されました意見書は、議長に

おいて、別紙記載の提出先に提出することと

いたします。

─────────────────────

◎追加日程第１２ 意見書案第８号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１２ 意

見書案第８号軽油引取税の課税免除措置など

を求める意見書についてを議題とします。

これから、本意見書案について直ちに採決

します。

お諮りします。

本意見書案については、原案のとおり決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本意見書案は、原案のとおり

可決されました。

ただいま可決されました意見書は、議長に

おいて、別紙記載の提出先に提出することと

いたします。

─────────────────────

◎追加日程第１３ 報告第９号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１３ 報

告第９号健全化判断比率について。

お手元に配付しているとおり、報告書の提

出がありましたので、お聞きすることがあれ

ば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ないようですので、

報告第９号健全化判断比率については、これ

で終わります。

─────────────────────

◎追加日程第１４ 報告第１０号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１４ 報

告第１０号資金不足比率について。

お手元に配付しているとおり、報告書の提

出がありましたので、お聞きすることがあれ

ば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ないようであります
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ので、報告第１０号資金不足比率について

は、これで終わります。

─────────────────────

◎追加日程第１５ 報告第１１号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１５ 報

告第１１号平成２２年度教育委員会の主な事

務の管理及び執行状況の点検・評価の報告に

ついて。

お手元に配付しているとおり、報告書の提

出がありましたので、お聞きすることがあれ

ば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ないようであります

ので、報告第１１号平成２２年度教育委員会

の主な事務の管理及び執行状況の点検・評価

の報告については、これで終わります。

─────────────────────

◎追加日程第１６ 報告第１２号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１６ 報

告第１２号例月出納検査報告について（５

月～７月分）。

お手元に配付しているとおり、報告書の提

出がありましたので、お聞きすることがあれ

ば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ないようであります

ので、報告第１２号については、これで終わ

ります。

─────────────────────

◎追加日程第１７ 議員の派遣について

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１７ 議

員の派遣についてを議題とします。

お諮りします。

議員の派遣については、お手元に配付した

印刷物のとおり派遣したいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本件は、派遣することに決定

しました。

─────────────────────

◎追加日程第１８ 閉会中の継続調査

について

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１８ 閉

会中の継続調査について。

各委員会から、お手元に配付した印刷物の

とおりの申し出がありましたので、これを承

認することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、各委員会の申し出のとおり承

認することに決定しました。

─────────────────────

◎閉会の議決

○議長（古舘繁夫君） お諮りします。

本定例会に付議されました案件は、全部終

了いたしました。

したがって、会議規則第７条の規定により

本日で閉会したいと思いますが、これに御異

議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本定例会は、本日で閉会する

ことに決定いたしました。

─────────────────────

◎閉会宣告

○議長（古舘繁夫君） 会議を閉じます。

これで、平成２３年第８回美幌町議会定例

会を閉会します。

御苦労さまでした。

午後 ３時０３分 閉会
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